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１.2019 年度全学 FD 概要
　全学 FD活動は，全学的な教育開発課題に関する知識
や情報の共有を主として，本学教職員の教育・業務遂行
スタンダードの形成に資することを目的として実施して
きた．2007年度に「きょうゆうサロン」と「バスツ
アー」を実施したことを皮切りに，その時々の時流に即
した課題に焦点を当て，その取組を拡大してきている．
　2019年度は，「高大接続改革」に係る取組として英語
教育に係る FD，「教育方法及び教育改善」に係る取組
として ICTの教育活用やスポーツ教育などをテーマと
した FD・SD，「地域連携教育」に係るフィールドスタ
ディを全学的に開催するとともに，新任教員を対象とす
る FD・SDを 4月から 2月に亘って実施した．各 FD・
SDの日程とテーマ，参加者数を表 1－ 1に示す．
　「大学教育再生加速プログラム」（文部科学省助成事
業・2016年度採択，以下 “AP事業 ” という）と連動し
た「卒業時の質保証と学修の管理・支援」に係る FD・
SDについて，2020年 3月の開催に向けて準備を進め
ていたが，コロナ禍が発生したため中止とした．なお
「学修の管理・支援」に関わる事項は，上記の「教育方
法及び教育改善」の ICTの教育活用に係る FD・SDに
おいて取り扱っている．
1 － 1．全学 FD
1）高大接続改革（英語教育）
　全学教育センターの専任教員が英文作成指導や音読に
係る実践事例を報告し，学生の学力や学習意欲が変化す
る中での英語教育の手がかりの共有を目的に，意見交換
を行った．小倉美津夫教授が担当する国際福祉開発学部
一年生「Writing & Communication」の授業では，段
落単位での英文作成技術修得を目的とした自由作文によ
り，9割近い学生が能力向上を実感している．「英語総
合基礎」の英語力が極めて低いクラスでも，英文作成と
その音読に注力して達成感を与えることが学生の成長に
繋がっていることを紹介した．小泉純一教授は，英語運
用能力が容易に身につかない学生もいる前提で，どのよ
うに英語を書かせ，それを声にすればいいのかを話題に
した．一年生の授業試験で，学生が作成した単語リスト
を持込可とすることで，大半は平易な英文を作成でき
た．音読にあたっては英語詩の暗唱が，リズムや脚韻の
面白さを実感できるとともに，数名同時の朗読，応答，
繰り返しと様々に工夫することで有効に英語教育に活用
できることを紹介した．このように，学生たちにどのよ
うな学びをさせれば，自信に繋がる能力向上を実感させ
ることができるかを，参加者全体で共有することができ
た．
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表 1-1　2019 年度全学 FD 実施概要
①全学FD
開催時期
開催テーマ
参加人数
講師・話題提供者
「高大接続改革（英語教育）」
2020年2月21日
初年次英語教育における現状と課題の共有
11名全学教育センター　小倉美津夫 教授
全学教育センター　小泉純一 教授
「教育方法及び教育改善」
2019年6月27日
情報共有を目的としたICT活用の取組報告
27名
国際福祉開発学部　佐藤慎一 教授
子ども発達学部　　中村信次 教授
看護学部　　　　　新美綾子 准教授
全学教育センター　村川弘城 助教
2019年8月2日
スポーツ授業の授業進行方法、授業運営、学生対応などに関する諸問題の共有
10名
全学教育センター　髙村秀史 助教
2020年1月31日
「さまざまな障碍と愛着問題を抱える学生の理解とその対応」をテーマに障害の
特徴に応じた対応方法の共有
23名
スポーツ科学部　　江口昇勇 教授
全学教育センター　髙村秀史 助教
「地域連携教育の推進（きょうゆうサロンフィールドスタディ）」
2019年11月28日
半田市亀崎地区でのフィールドスタディ
14名
全学教育センター　佐藤大介 助教
②新任教員FD・SD
開催時期 開催テーマ
2019年4月3日（第1～4講）
〈新任教員オリエンテーション〉
　　　　　　　　　　　キャンパス紹介，教務オリエンテーション等
5月9日（第5・6講）
〈学生部事項〉　　　　学生状況，配慮を必要とする学生の理解・対応
〈入試部事項〉　　　　学生募集・入試制度，入試スケジュール，推薦系入試・面接にあたって
5月23日（第7講-1） 〈理事長事項〉　　　　理事長懇談
5月30日（第8・9講）
〈就職部事項〉　　　　就職状況，キャリア支援
〈総合研究機構事項〉　研究関連状況，研究支援
6月6日（第7講-2） 〈学園長講話〉　　　　大学創立者と建学の精神
6月27日（第10講） 〈教務部事項〉　　　　教務事項，本学の教務試験の仕組み，障害学生の試験配慮
7月18日（第11講） 〈リフレクション〉　　本学教育の特色・前期研修の振り返り
10月17日（第12講） 〈防災学習〉　　　　　各キャンパスの「安全の日」企画への参加
11月7日（第13講） 〈大学の管理運営〉　　大学の意思決定の仕組み
12月5日（第14講）
〈教務部事項〉　　　　大学における「3つのポリシー」
　　　　　　　　　　　シラバスの作成にあたっての留意事項
2020年1月28日（第15講） 〈学長企画〉　　　　　犀川スキーバス事故追悼集会への参加
2月12日（第16講） 〈リフレクション〉　　赴任初年度の振り返り
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いる地域連携教育の事例であり，学生たちの生き生きと
した学びと成長を確認することができる．キャンパスで
は得られない教育的要素と亀崎地区の地域の「魅力」を
あらためて認識した上で，この地域における今後の地域
連携教育の実践案などについて意見交換を行った．
　この FD・SDを通して，学生のみならず大学教職員
も，地域に関心を持ち，地域問題の解決や地域の発展・
交流のための場作りや地域関係者とのネットワーク形成
を図る必要性を再認識することができた．
4）卒業時の質保証と学修の管理・支援
　2016年度に採択を受けた文部科学省の高大接続改革
推進事業「大学教育再生加速プログラム」（AP事業）
は，2019年度に文部科学省補助期間の最終年度を迎え
た．同事業で開発した統合学生カルテ，ポートフォリオ
システムなどの取組を全学的に拡大することに注力する
とともに，4年間にわたる取組をまとめた報告書を発行
し，本学 AP 事業の成果の発信に努めた．さらに，成果
の普及を目的として，「学修の質を高めるための取組」
をテーマに学内外に向けて公開型の「FDシンポジウム」
を 3月 2日に開催し， 関西大学の黒上晴夫教授の「シン
キングツールによる質保証」についての講演，学部や全
学教育センターの取組報告等を行う予定であったが，新
型コロナウイルスの感染拡大の状況を受け，急遽中止と
した．
　また，「教育方法及び教育改善」の項にて言及した
ICTの教育活用の取組に係る FD・SD（6月 27日開催）
では事例報告後に，報告に対する質疑応答とともに AP
事業で開発した統合学生カルテの活用を促すための方策
を含めて報告者と参加者とで議論を行った．
1 － 2．新任教員 FD・SD
　新任教員 FD・SDは，本学に新たに赴任した専任教
員を対象とした学習プログラムである．日本福祉大学ス
タンダードに関わる GP事業の一環で 2009年度より開
始し，現在は副学長の下で実施している．赴任初年度か
ら教育・研修の推進に関するより広範な知識の獲得を図
るため，当初は年 6回開催だったものを 2015年度から
全 10回，2017年度から全 15講，2019年度には全 16
講へと内容を拡充した（表 1－ 1参照）．全学で推進す
る「大学教育再生加速プログラム」や地域連携教育に関
する内容についても，プログラムに組み込んで理解を促
2）教育方法及び教育改善
　6月 27日実施の FD・SDは，学生を主導とした双方
向性型講義について ICT活用事例を紹介し，蓄積され
た学生の学修軌跡を評価する方法について参加者ととも
に考えていくことを目的に開催した．事例紹介の後は，
紹介事例の応用を各自が意識することと，各講義で蓄積
された学修軌跡をどのようにまとめるか各自考えること
を小目標とし，質疑応答を行った。ICTへの苦手意識
や，紹介事例の手法等を自分の講義の場面に置き換えて
想像し考察することに難しさがあり，所期の目的・目標
が十分に達成されたとは言い難いが，今後もこのような
FD・SDが必要であることが明らかとなった．
　8月 2日と 1月 31日に実施したものは，2017年度ま
での「スポーツに資する FD」の流れを汲んだ取組であ
る．8月の FDでは，スポーツ科目担当教員（専任，非
常勤講師）を対象に，全学教育センターのスポーツ科目
担当者アンケートの結果に基づいて，授業運営や学生対
応などの諸問題を共有し意見交換を行った．発達障害へ
の対応が課題として明確になったため，専任教職員と非
常勤講師を対象に，発達障害や愛着問題を抱える学生を
理解し対応方法を学ぶ FD・SDを企画し，1月に開催
した．スポーツ科学部の江口昇勇教授が講演し，事例や
対応方法を紹介した．同じ発達障害でも保護者や周囲の
環境によって行動が変容することなどが報告され，参加
者からは他の事例や対応方法を知りたいとの声が多く寄
せられた．
3）地域連携教育の推進（きょうゆうサロンバスツアー）
「地域連携教育におけるフィールドワークの学び
～半田市亀崎地区における学生の
地域活動を中心に～」
　地域連携教育を推進する本学教職員が，地域の社会資
源を深く理解し，地域連携教育にご協力いただく地域関
係者とのネットワークを形成することを目的として，健
康科学部の学生たちの地域連携教育の場となっている半
田市亀崎地区にてフィールドスタディを実施した．
　健康科学部の学生が取り組んでいる①学生シェアハウ
ス，②エアコン室外機カバープロジェクト，③亀崎地域
大学（パネル展示）の現場を訪問し，学生たちと日ごろ
協働しご指導をいただいている地域の方々から話しを
伺った．いずれの取組も亀崎地区の歴史・文化・産業と
関連し，地域の人々との密接な関わりの中で実践されて
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している．対象者は 2019年度の新任教員 27名であっ
た．
２．総括
　卒業時の教育の質保証の進展や地域連携教育の推進を
念頭に置きつつ，2019年度はこれを促進し発展させて
いく鍵となる FD・SDに取り組んだ．
　卒業時の教育の質保証に関しては，AP事業の文部科
学省補助期間の最終年度の取組として，全学的な展開を
進め，事業は大きく進展した．成果の発信はコロナ禍の
影響で計画通りに実施できなかったが，同事業はポート
フォリオシステム活用など ICTの教育活用と深く関連
しているため，成果の定着には ICT活用に係る FD・
SDの推進が要となる．2019年度の FD・SDでは ICT
活用事例の発信・共有を進めることができたが，コロナ
禍により ICTの教育活用が急速に進むなか，その重要
度はさらに増加している．
　地域連携教育に係る文部科学省補助期間は 2018年度
をもって終了したが，その一層の発展を目指して継続し
て取り組んでいる．教育の質をさらに高めるために，教
職員が地域との関係を拡げつつ，具体的な教育手法等の
獲得を促していく必要がある．そのためには地域連携教
育の取組と連動した実践的な FD・SDを継続していく
ことが鍵となる．2019年度の半田市亀崎地区での実践
はそのモデルとなるものであり，今後も本学が関係を構
築している地域において同様の取組を進めていくことが
必要である．
　教育の質の保証と向上には，個々の授業実践や学生指
導の方法等の発展・向上が必要である．2019年度は英
語教育やスポーツ教育の実践に係る FD，発達障害を理
解するための FD・SDなどを開催し，事例や課題を共
有することができた．参加者の幅をより一層広げること
が課題であるが，全学的視野に立った FD・SDの取組
を継続して企画・実践していく．
